
北海道におけるシェパード犬の性周期の年齡ならび
に季節による變化

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2012-11-07

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 竹内, 恭

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.32150/00000160URL



第

　

４

　

継

　

第ｉｌ

　

競 撃

　　　　

墜 昭和２７年１０月

北海道におけるシェパード大の性周期の

年齢ならびに季節による饗化
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各種の動物や植物において，性周期が書と夜の稲欝的

な長さや，人工的照明の張度に膳じて憂化することが知

られている。 動物におし・てはイタチ，野鼠，鳥，カナリ

ヤ，ムクドリ，メジロ，七面鳥，家禽，スぐメ，ハト，

カモ， キジ， ウヅラ， ライチョウ， ある種のアブラムシ

などが春になるか，または人鴬的に日を長くするような

方法をとると，今迄休止期にあった性的活動を開始し，
また６０Ｗのマッダランプの電燈光・線でさえ毎日余・分に５，

６時間照射することによって性的活動を促進し，人工的

に性周期を愛更することが出来るとし・う

　

醸継ｔ）ＮＮｇｎＢ

Ｉ９３６）。イタチ，カモ，スぐメなどを用し・て研究されたと

ころでは，眼が光線の刺戟を受け入れる第一次的作用を

もってし・るようである （ＢＥＮｏｌｒｌ９３４；ｌｖＡＮｏｖ！９３５；

ＢＩ綴ｏＮＮ冨ｒｍｌ９３３）。即ち日照時間を増して刺戟すると，
闇神経を通じて脳下謎穏の前葉が刺戟され，これが活動
的となり，それが生殖腺を刺戟し，これによって性的器

官並びにその附勝器官の活動を盛んならしめるとしろの

である （ＢＩＳＳＯＮＮｇＩＴＢＩ９３２；ＣＯＬＥＩ９３３）。 これは今日ま

での研究によると，動物におし・て腿下垂鰹前葉と姫娠尿

とから得られた生殖腺刺戟ホルモンを長期間注射したと

同様な効果をもたらすといわれる（Ｂ旧ｓｏＮＮＢＴ・ＴＲＩ９３６）。

　

犬を用いたこのような人鰯的照射の賓鹸は少なし、が，
ＷａｒｒＮＩ～Ｙ（１９３７） によれば各種の牝犬を獅服としてその

愛．儒周期を調べたところ，日が著しく長くなった時に最

も多く愛情し，日の短い時に最も少し・ことが判った。い

ろいろな犬種について観察してみても，愛玩犬の様な室
内で飼育されるものを除し・てはいずれも同様な結果が見

られ，．このことから彼はこれを恐らく日の長さに基くも

のではないかと主張している。 この研究はこれを確かめ
る目白すぐ，北海道におけるシェパード犬を材料として行

ったものである。

　

この論女を作成するに富っては北大理撃部彰撰内田亭

博士の御霊篤なる御熊群を戴いた。 こ）に衷心より厚く

御鰹申し上げる。

　

材料と方法： 材料は総てゴＬ海通に於けるシェパード

犬を到照とし，札海道シェパード大登鎖協曾の大轄簿と

自身で蒐集した牝大の藷鏡に藁・し・て行った。北海道シェ

パード大登録協曾の大籍簿によるものは，できるだけ職

責を期するためにその一胎大兇登録（生後３ヵ月以内に

牝大所有者から麦離日を記入した支配説・明書添付の上，
一腹の行・犬をまとめて登鉄申請をするもの）をしたもの

の母犬を到脂としたもので，ここに用し・られた麦配日の

記録の殆んどすべてのものはその交配讃期書から得ら

れ，ごく少数の不明のものについては Ｓｍｐ豆ＡＮＩＴＺ（１９３２）

の出産轍定早見表により，出産日から姫娠ま期間の６３日逆

算して交配日を算出したものであるも個総数に関しては，
その統計▲の目的により該富したものを避難したので愛異

がある。
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獲悟期： 館ｉ圏は愛憎期の襲化を示すもので，この

材料には４５０頭の牝犬が用いられた。各自を３旬に分けて

出来る限り精密に分析するように努めた。

　

この表で見ると，最も愛情大の多し・のは，一年中で最

も日の長い夏至（６月２２日）にまたがる６月下旬の２７頭一

月別にみても６月が６３頭であって最高を示す。反欝に最
も少いのは，１１月下旬でわずか３頭である。 これは１年

中で最も日の短い冬至（１２月２２日）の１２月下旬（６頭）

より１カ月ずれてはし・るが，全般的にみて

　

Ｗ亘ｒｒＮＥＹ

（１９３７）の結果日まとんど－致してし・る。
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第１園

　

季節によるシェパード大の性周期の饗化

誌

　

上段は各自に於ける袋誇大頭数の合計，下段は上，

　　

中，下旬の頭数。 ▲の左端は上旬，頂鼎ｉは中旬，右

　

端は下旬を示す。

　

年齢と謎情周期との関係：

　

この調査の材料には２度

のシーズンに連損して分娩した雌大１１８頭が選ばれ，前

回の愛情から次回の愛情までの日を計算し，それをその

達堆大の年齢と開係づけたものである。 これらのぜ能犬はい

ずれも先のシーズンにおし・て交配させられて姫娠し，２

ヵ月の女妊娠期間を経て分娩した仔・大を少くとも１ヵ月の

間鴨乳してつぎのシーズンを迎えたものである。 ふつう

世間では，犬は年２回，６ヵ月ごとに獲・寵するものと・ｆｉｒ

じられている。

ＶＯＩ．４，
．Ｎｏ．Ｉ ＧＡＫＵＧＢＩＢ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・

　　　

ｏｃｔ，１９５２

第１表

　

シェパード大の年齢による愛情周期の饗化

Ｓ癌における ＳＢにおける

　

母 大 の

　　

期間

　

平 均

母大の年齢 母大の年齢

　

頭
・

　

数

　　

合計

　

日

　

数

月

　

月

　　　

月 月

　　　

頭

　　　　　

日
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１１８
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２１９．３３

第１表に示すように，最初のシーズンをＳＡとし，次

回のシーズンをＳＢとすると，雌犬は平均２１９３３日ごと

につぎの愛情期を迎える。 すなわち，分娩後大健１５５．３３

日，的３ヵ月と１０日足らずで凄滴することになる。ガー

前回のシーズンにおい－（受胎しなかった場合は，材料が

少いので断言はできないが１３４一１５０日，すなわち前回の

愛庸から丁度３ヵ月くらいで霞満潮を迎えるわけで，分

娩したものよりも犬櫨において妊娠期間の日数だけ早く

次回のシーズンがおとずれることになる。

年齢的に見ると，繍２才のころは後満と夏満との聞か

上ヒ較的短く，そォＬから漸次年をとるにつれてその間が長

くなり，４，５才の頃にはその間隔がさらに長くなり，

６才ごろに一時性的活動が高まってその間隔が短くなる

傾向を示すが，９一１０才になると極度に生殖力も裳えて

しまう。 ６才以後の材料が少いので不完全であるが，ふ

っフシェパード大の蕃殖に供されるのは雌では７，８才

ごろまでとみてよいであろう。

　

霊活周期とその頻度 ：

　

つぎに上に用いた１１８頭の雌

犬についてＳＡよりＳＢに至るまでの日数と， その出現

欄鰹数とを示すと第２表の如くである。

第２表

　

雄大の姿滴周期と出現個艦数

期

　

間（日数）

　　　

個総数

　　

１６１－－ｉ７０，．，，．”．，．．．，，．・．，．”．．・ｉ

　　

１７１－－１８０，”…．．．””，，，．”．．，．・８

　　

１８１－－１９０．”．．，．・．．”，．”．．，．”．・１２

　　

１９１－－２００，”，”…．．．，，，”．””，．１９

　

２０１－－２１０，，・，．・．・・，，・””・・・・◆・・・１２

　

２１１－－２２０，．．，．”，．，，，，．，．．，．”，．．１６

　

２２１－‐２３０，．，．．，．”．”．．，．．．，．”，．５

　

２３１－－－２４０．，，．”，．……””…，．・１３

　　

２４１－－２５０，”…，．．．…”…”…，９

２６
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２５１－－－２６０………．，・，．，．．，．．．・・・１２

２６１－－２７０．．．．．”，．．．・．．．”．・，．”．２

２７１－－２８０，．・……．”“．．，，・．・．，．５

２８１－－２９０……．．，．”．，，．．，．．．，，．２

２９１－－３００．．，……………．，，，．，１

３０１－－３１０，．．．…”，，”．・……・．・１

第２表で見ると，ー毅に愛情と愛情との間の日数は１７０

一２６０日までのものが多いぴ最も多し・のは１８０日から２２０日

までの４０日間に次回の嚢満のくるものである。 この材料

の中，最も早く愛情期のきたものは１６８日で，最も遅い

のは３０３日であった。

　

夏期と冬期における獲情周期： つぎにＳＡよりＳＢに

到る日数は，日照時間の長い夏と逆に短い多とでは恐ら

く夏魂丑こおけるものの方が早く愛祷するのではないかと

し・う推定のもとに，つぎのような調査をしてみた。 すな

わち第２圏に示す如く，最も日照時間の長い夏至と，そ

の裏厩で最も日照時間の短し・多至との丁度中間の３月２３

日と９月２ｉ日とを結んで１年を大きく夏牛，多半とに２

分し，これに基いて雛犬がＳＡからつぎのＳＢを迎える期

間の大半以上を夏，多いずれの半分で叢るかによって上

記１１８頭の材料を１頭宛について糠詩を加えた上で，夏

と多とに分類して計算した。 雨半分の中間のあたりに跨

っていて，いずれの半分に隠せしむべきか判定困難なも

の１１頭分の資料を除いたので，これに用いられた材料は

夏分は５０頭，多分は５７頭，計１０７頭である。 その結果は

第３表に示す如く，明らかに日照時間の長い夏期の方が

短い冬期より２５．９５日早く次回の性的活動を迎える。

　　

第３表

　

夏期と冬期の性的周期に及ぼす影響

時期ｉ頭 数１次期裳縛までの期間合計１不

　

均

夏

　　　

５０

　

＝ １０２３１日

　　　　　

２０４．６２日

多

　　　

５７

　

・

　　　　

１３１４４〃

　　　　

１２３０．５７″

夏 至
６月羽日

３月２３日 今月２１日

ｌｏ

麓 ・
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ハリネズミ，野鼠などでは日興寺間の長さの襲ｆヒばか

りでなく，他の要素，例えば温度，飼料等が．性的活動に影

響を興える。すべての動物について今まで不適富な食物，

ビタミン，蛋白質，脂肪，園などが日照時間に反感する

性周期の蔓化を妨げる要素として働くと同時に，性的周

期を抑制し得ることさえも報告されている（ＢＩＳＳＯＮＮ営ｎＥ

Ｉ９３６）。もちろん，飢餓も性周期を抑制するが，本来の目

的である使役犬としてよりも，展覧曾における鑑賞犬や，

番犬を纂ねた愛玩犬として，ごく一部の有薩階級の人達

の間に人間以上に大切にいたわられて愛育されているシ

ェパード大の，今日における紙曾的な立場を考える時，

食物とか温度などの影響を大きく瞬上げる必要はないの

ではないかと考えられる。またイタチ，ムクドリでは’

温度は性的活動を憂化させる要素とはならないという

（ＲＯＷＡＮＩ９２５，１９２７）。

結

　　

論

以上のことから結論として次のことがいえる。

　

１）
ｒ
北海道におけるシェパード大の雌は，１年で最も

日照時間の長い６月下旬に最も多く獲縛し，日の短い時

期に最も少い。
２Ｊ

　

中途で蓬裾に伏す場合，１回の愛祷から次回の愛

情までの期間は１６８一３０３日で，平均２１９．３３日である。受

胎しない場合は，受胎したものの最も早い１６８日よりも

まだ早く，平均１４４，３３日で次回の醤稿がくる。

３） 年齢と愛情周期と／の開係は，２才ごろでは凄稿期

間の間隔が比較的短く，漸次年齢とともに間隔が長くな

って，４ー５才ごろが最も長く，６才ごろ再び短くなり，

７才をこえると生殖力は著しく衰えて間隔も長くなる。
４） 日照時間の短い時期と長い時期とでは愛情周期に

大きな差異があり，後者は前者より平均して２５，９５日早

く次回の愛情がくる。
５） 犬においても，光線と性的活動との開係は大きい

ことは明らかで，なるべく長く光線に富てるように努め

ることによって愛情期を早めることができる。
６） 多くの犬ではふつう１７０日から２６０日の間に次回の

愛庸を見る。
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